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ウィリアム･モリス《ユートピア便り》1892年

企
画
展

ア
ー
ツ･

ア
ン
ド･

ク
ラ
フ
ツ
と

デ
ザ
イ
ン

ウィ
リ
ア
ム
・モ
リ
ス
か
ら

フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
ま
で

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
が

理
想
と
し
た
世
界
、そ
の
展
開

ウィリアム･モリス《いちご泥棒》1883年

背景：ウィリアム･モリス《ガーデン･チューリップ》1885年

ウィリアム･モリス《格子垣》1864年

　

1
8
6
1
年
、モ
リ
ス
は
7
名
の
友
人
と「
モ
リ
ス
・

マ
ー
シ
ャ
ル
・
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
商
会
」
を
立
ち
上
げ
ま

す
。
同
商
会
に
よ
る
壁
紙
《
格
子
垣
》
で
は
、
モ

リ
ス
が
生
垣
に
絡
ま
る
バ
ラ
と
虫
を
、
設
立
者
の

ひ
と
り
フィ
リ
ッ
プ・
ウ
ェ
ッ
ブ（
1
8
3
1

－1
9
1
5
）

が
鳥
を
描
き
ま
し
た
。
身
近
な
自
然
を
愛
し
む
眼

差
し
が
率
直
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

1
8
7
5
年
、「
モ
リ
ス
商
会
」
に
改
組
し
活
動
は

さ
ら
に
充
実
。
1
8
6
6
年
か
ら
試
み
て
い
た
染
織

は
、1
8
8
1
年
か
ら
本
格
生
産
へ
移
行
し
ま
す
。《
い

ち
ご
泥
棒
》
は
モ
リ
ス
が
情
熱
を
注
い
で
復
活
さ

せ
た
「
イ
ン
デ
ィ
ゴ
抜
染
」
技
法
に
よ
る
も
の
で
す
。

化
学
染
料
を
用
い
ず
、
生
地
全
体
を
イ
ン
デ
ィ
ゴ

（
藍
）
で
染
め
、
絵
柄
部
分
を
脱
色
し
、
色
を
摺
り

　

19 
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
で
お
こ
っ
た
ア
ー

ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
運
動
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

モ
リ
ス
（
1
8
3
4

－1
8
9
6
）
を
中
心
に
、

産
業
革
命
に
よ
り
大
量
生
産
さ
れ
た
粗
悪
な
製

品
を
批
判
し
て
工
業
化
以
前
の
社
会
に
理
想
を

見
出
す
も
の
で
、
手
仕
事
の
復
権
や
生
活
と
芸

術
の
統
合
を
目
指
し
、
仲
間
と
の
共
同
に
よ
り

制
作
を
行
い
ま
し
た
。

足
し
て
い
く
、
非
常
に
手
間
の
か
か
る
方
法
で
す
。

高
い
装
飾
性
の
中
に
豊
か
な
生
命
の
息
吹
を
感
じ

さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、モ
リ
ス
は
1
8
9
1
年
に
は「
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ

ト
・
プ
レ
ス
」
を
開
設
し
、
私
家
版
印
刷
工
房
に
よ

る
書
物
の
刊
行
に
打
ち
込
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
「
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
」
の
語
は
、
1
8
8
4

年
結
成
に
よ
る
「
ア
ー
ト
・
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
ギ
ル
ド
」

有
志
に
よ
り
、1
8
8
7
年
に
創
設
さ
れ
た「
ア
ー
ツ
・

ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
展
覧
会
協
会
」
に
由
来
し
ま
す
。

翌
年
開
催
の
第
1
回
展
は
5
0
0
点
超
の
出
品
作
に

よ
る
大
規
模
な
も
の
で
、
製
造
会
社
名
の
み
記
す

当
時
の
慣
行
に
抗
し
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
実
際
の
作

り
手
で
あ
る
職
人
の
氏
名
を
明
記
し
た
画
期
的
な

展
覧
会
で
し
た
。
同
協
会
は
運
動
の
大
き
な
推
進

力
と
な
り
ま
し
た
。

　

モ
リ
ス
没
後
も
運
動
の
精
神
が
人
々
に
浸
透
し

て
い
き
ま
す
。チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ロ
バ
ー
ト
・
ア
シ
ュ
ビ
ー

（
1
8
6
3

－1
9
4
2
）
は
、
手
工
業
を
通
じ
た
田

園
で
の
理
想
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実
現
を
目
指

し
て「
ギ
ル
ド・オ
ブ・ハ
ン
デ
ィ
ク
ラ
フ
ト
」メ
ン
バ
ー

と
そ
の
家
族
1
5
0
名
を
率
い
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
約

1
0
0
マ
イ
ル
離
れ
た
チ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ム
デ
ン
に
移

住
し
て
制
作
に
あ
た
り
ま
し
た
。
ま
た
「
リ
バ
テ
ィ

商
会
」
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
起
用
や
販
売
方
法
の

革
新
性
に
よ
り
、
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
の
普

及
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

運
動
は
世
界
各
地
に
波
及
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、

建
築
家
の
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
（
1
8
6
7

－

1
9
5
9
）
が
モ
リ
ス
ら
へ
の
敬
意
と
と
も
に
機
械

の
重
要
性
を
説
い
て
運
動
の
新
た
な
方
向
性
が
示

さ
れ
ま
す
。
機
械
生
産
は
、
モ
リ
ス
に
共
鳴
し
た

グ
ス
タ
フ･

ス
テ
ィ
ッ
ク
リ
ー
（
1
8
5
8

－1
9
4
2
）

の
「
ザ
・
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
等
の

活
動
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

　

時
代
の
理
想
と
現
実
を
映
し
な
が
ら
広
範
な
イ

ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
「
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ

運
動
」。
人
々
の
暮
ら
し
に
根
差
し
た
美
と
機
能
性

を
追
求
す
る
デ
ザ
イ
ン
は
、
20
世
紀
の
モ
ダ
ニ
ズ

ム
デ
ザ
イ
ン
の
源
流
と
し
て
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

（
専
門
学
芸
員　

上
野
小
麻
里
）

モ
リ
ス
・
マ
ー
シ
ャ
ル
・
フ
ォ
ー
ク

ナ
ー
商
会
と
モ
リ
ス
商
会

ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ

展
覧
会
協
会



▶座席数に限りがあるためお待ちいただく場合がございます。
　予めご了承ください。

開館時間

休 館 日

［9月］10：00～日没後30分（展示室への入場は日没時刻まで）
［10･11月］10：00～18：30（展示室への入場は18：00まで）
火曜日（ただし9月22日, 11月3日は開館）

9月11日　　11月3日
2026年

﹇
金
﹈

火・祝

［観 覧 料］
オンラインチケット・ローソンチケット
〔企画展＋コレクション展セット〕
一般：1,200円、大学生：700円、小中高生：300円
当日券
〔企画展＋コレクション展セット〕
一般：1,500（1,200）円、大学生：930（740）円、小中高生：400（320）円
〔企画展のみ〕
一般：1,300（1,040）円、大学生：800（640）円、小中高生：400（320）円

主　　催：島根県立美術館、日本海テレビ、山陰中央新報社、SPSしまねグループ
後　　援：ブリティッシュ・カウンシル、朝日新聞松江総局、毎日新聞松江支局、
　　　　  読売新聞松江支局、産経新聞社、中国新聞社、新日本海新聞社、
　　　　  島根日日新聞社、NHK松江放送局、TSKさんいん中央テレビ、
　　　　  BSS山陰放送、エフエム山陰、山陰ケーブルビジョン
企画協力：株式会社ブレーントラスト

●オンラインチケットはホームページより、ローソンチケットはローソン各店にてお求
めになれます（ローソンチケット／Ｌコード61549）●未就学児無料●（　）内は団体料
金●小中高生の学校教育活動での観覧は無料●身体障害者手帳（障害者手帳アプ
リ：ミライロID）、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、被爆者健康手帳をお持ちの
方、及びその付添の方は1名まで無料

ウィリアム･モリスの壁紙やテキスタイルをはじめ、家具・書物・工芸
品・宝飾品ほか約170点の多彩な作品により、イギリスのアーツ・アン
ド・クラフツ運動の展開を中心にアメリカでの広がりもご紹介いたし
ます。

※作品は全てPhoto © Brain Trust inc.

　

1
8
6
1
年
、モ
リ
ス
は
7
名
の
友
人
と「
モ
リ
ス
・

マ
ー
シ
ャ
ル
・
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
商
会
」
を
立
ち
上
げ
ま

す
。
同
商
会
に
よ
る
壁
紙
《
格
子
垣
》
で
は
、
モ

リ
ス
が
生
垣
に
絡
ま
る
バ
ラ
と
虫
を
、
設
立
者
の

ひ
と
り
フィ
リ
ッ
プ・
ウ
ェ
ッ
ブ（
1
8
3
1

－1
9
1
5
）

が
鳥
を
描
き
ま
し
た
。
身
近
な
自
然
を
愛
し
む
眼

差
し
が
率
直
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

1
8
7
5
年
、「
モ
リ
ス
商
会
」
に
改
組
し
活
動
は

さ
ら
に
充
実
。
1
8
6
6
年
か
ら
試
み
て
い
た
染
織

は
、1
8
8
1
年
か
ら
本
格
生
産
へ
移
行
し
ま
す
。《
い

ち
ご
泥
棒
》
は
モ
リ
ス
が
情
熱
を
注
い
で
復
活
さ

せ
た
「
イ
ン
デ
ィ
ゴ
抜
染
」
技
法
に
よ
る
も
の
で
す
。

化
学
染
料
を
用
い
ず
、
生
地
全
体
を
イ
ン
デ
ィ
ゴ

（
藍
）
で
染
め
、
絵
柄
部
分
を
脱
色
し
、
色
を
摺
り

足
し
て
い
く
、
非
常
に
手
間
の
か
か
る
方
法
で
す
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高
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中
に
豊
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な
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命
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せ
ま
す
。

　

ま
た
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に
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プ
レ
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」
を
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し
、
私
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版
印
刷
工
房
に
よ

る
書
物
の
刊
行
に
打
ち
込
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よ
う
に
な
り
ま
す
。
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ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
」
の
語
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、
1
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4

年
結
成
に
よ
る
「
ア
ー
ト
・
ワ
ー
カ
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ズ
・
ギ
ル
ド
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有
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よ
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・
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に
由
来
し
ま
す
。

翌
年
開
催
の
第
1
回
展
は
5
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超
の
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作
に
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る
大
規
模
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も
の
で
、
製
造
会
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名
の
み
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当
時
の
慣
行
に
抗
し
、
デ
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と
実
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の
作

り
手
で
あ
る
職
人
の
氏
名
を
明
記
し
た
画
期
的
な
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会
で
し
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。
同
協
会
は
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動
の
大
き
な
推
進

力
と
な
り
ま
し
た
。

　

モ
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没
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も
運
動
の
精
神
が
人
々
に
浸
透
し

て
い
き
ま
す
。チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ロ
バ
ー
ト
・
ア
シ
ュ
ビ
ー

（
1
8
6
3

－1
9
4
2
）
は
、
手
工
業
を
通
じ
た
田

園
で
の
理
想
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実
現
を
目
指

し
て「
ギ
ル
ド・オ
ブ・ハ
ン
デ
ィ
ク
ラ
フ
ト
」メ
ン
バ
ー

と
そ
の
家
族
1
5
0
名
を
率
い
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
約

1
0
0
マ
イ
ル
離
れ
た
チ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ム
デ
ン
に
移

住
し
て
制
作
に
あ
た
り
ま
し
た
。
ま
た
「
リ
バ
テ
ィ

商
会
」
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
起
用
や
販
売
方
法
の

革
新
性
に
よ
り
、
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
の
普

及
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

運
動
は
世
界
各
地
に
波
及
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、

建
築
家
の
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
（
1
8
6
7

－

1
9
5
9
）
が
モ
リ
ス
ら
へ
の
敬
意
と
と
も
に
機
械

の
重
要
性
を
説
い
て
運
動
の
新
た
な
方
向
性
が
示

さ
れ
ま
す
。
機
械
生
産
は
、
モ
リ
ス
に
共
鳴
し
た

グ
ス
タ
フ･

ス
テ
ィ
ッ
ク
リ
ー
（
1
8
5
8

－1
9
4
2
）

の
「
ザ
・
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
等
の

活
動
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

　

時
代
の
理
想
と
現
実
を
映
し
な
が
ら
広
範
な
イ

ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
「
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ

運
動
」。
人
々
の
暮
ら
し
に
根
差
し
た
美
と
機
能
性

を
追
求
す
る
デ
ザ
イ
ン
は
、
20
世
紀
の
モ
ダ
ニ
ズ

ム
デ
ザ
イ
ン
の
源
流
と
し
て
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

（
専
門
学
芸
員　

上
野
小
麻
里
）

英
国
に
お
け
る
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・

ク
ラ
フ
ツ
の
展
開

ア
メ
リ
カ
で
の

ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ

チャールズ･ロバート･アシュビー
《蓋付きマフィン銀皿》1900年頃 

《パインニードル模様のスタンプボックス》

グスタフ･スティックリー
《スピンドル･サイド･チェア》1907-10年頃

ウィリアム･モリス暖炉の衝立《花の鉢》1890年頃

関連企画

日　時   9月26日（土）、10月11日（日）、10月31日（土）
　　　   各日14:00～（約45分）
会　場   企画展示室

当館担当学芸員による展示解説

ギャラリートーク 要企画展観覧料

日　時   10月3日（土）、10月17日（土）
　　　   各日13:30～17:00頃まで（材料がなくなり次第終了）
会　場   アートスタジオ
その他   汚れてもよい服装でご参加ください。

模様づくりに挑戦します。

リピートパターンをデザイン
オープンスタジオ 事前申込不要

記念講演会
「生活造形という問い
 －近代世界における自然・美・工藝
 －作家と作品から考える（仮）」

聴講無料

参加無料

講　師   鈴木禎宏（お茶の水女子大学 教授）

日　時   9月13日（日）14:00～（13:30開場／約90分）
会　場   ホール（190席･当日先着順）

アーツ・アンド・クラフツ



　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
2
は
、
当
館
の
北
斎
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、
い
つ
来
て
も
約
40
点
の
作
品

を
ご
鑑
賞
い
た
だ
け
る
世
界
的
に
も
珍
し
い
展
示
室

で
す
。

　

当
館
で
は
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
活
用
し
た
県

内
学
校
向
け
の
「
美
術
鑑
賞
バ
ス
」
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
自
力
で
の
来
館
が
難
し
い
中
山
間
地
域

の
学
校
を
は
じ
め
、
県
内
の
数
校
へ
送
迎
バ
ス
を
派

遣
す
る
取
り
組
み
で
す
。
中
に
は
、
当
館
だ
け
で
な

く
美
術
館
自
体
に
訪
れ
る
の
が
初
め
て
と
い
う
児
童
・

生
徒
の
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
少
し

で
も
楽
し
い
思
い
出
に
な
る
よ
う
、
北
斎
に
関
す
る

講
座
や
、
実
物
資
料
の
特
別
閲
覧
な
ど
を
行
っ
た
上

で
、
展
示
室
の
見
学
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

講
座
の
最
初
に
見
て
も
ら
う
の
が
《
冨
嶽
三
十
六

景　

神
奈
川
沖
浪
裏
》
の
画
像
で
す
。「
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
？
」と
た
ず
ね
る
と
、「
知
っ
て
る
！
」「
千

円
札
に
描
か
れ
て
い
る
！
」
な
ど
元
気
な
声
が
返
っ

て
き
ま
す
。
こ
う
し
て
多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
て
い

る
こ
の
《
神
奈
川
沖
浪
裏
》
を
、
こ
の
た
び
北
斎
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
第
7
期
で
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
会
場
で

実
物
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。   （
学
芸
員　

藤
岡
奈
緒
美
）

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

◯ミュージアムパスポートを
　ご使用いただけます。
◯企画展と同日に観覧の
　場合は半額

観覧料

一般　 　400円
大学生 　260円
高校生以下 無料

北斎
コレクション

展示室

2

S
h

im
an

e A
rt M

u
seu

m
 C

o
llectio

n

10月28日［水］－11月30日［月］

「
美
術
鑑
賞
バ
ス
」の
活
動
を

ご
存
知
で
す
か
？

第7期

アメリカのデザイン
1930年代のグラフィック

ポ
ス
タ
ー
と
雑
誌
に
み
る
デ
ザ
イ
ン

小
企
画

展示室

5

　

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か

ら
先
鋭
的
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
が
移
り
、
写
実
的
な
傾
向
の

強
か
っ
た
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ン
の
状
況
に
変
化
を
与
え

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
時
期
、
大
恐
慌
で
職
を

失
っ
た
労
働
者
に
職
を
提
供
す
る
た
め
に
W
P
A
（
公
共
事

業
促
進
局
）が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
W
P
A 

に
よ
る
F
A
P（
連

邦
美
術
計
画
）
の
ポ
ス
タ
ー
部
門
か
ら
は
、
優
れ
た
デ
ザ
イ

ン
の
ポ
ス
タ
ー
が
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
大
量
生
産
と
大
量
消
費
に
よ
る
大
衆
社
会
は
、
後

に
ア
メ
リ
カ
ン
・
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
る

視
覚
的
効
果
優
先
の
デ
ザ
イ
ン
を
生
み
出
し
ま
す
。
戦
争
で

疲
弊
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
代
わ
っ
て
、
文
化
の
中
心
、
流
行

の
発
信
地
と
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
タ
イ
ポ
グ

ラ
フ
ィ
に
よ
る
雑
誌
や
映
画
な
ど
通
じ
て
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
世
界
に
向
け
て
送
り
だ
す
よ
う
に
な
る
の

で
す
。

　

本
展
で
は
、
2
0
2
4
年
度
に
名
古
屋
市
の
国
際
デ
ザ
イ

ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
こ
う
し
た
時
代
の
ポ
ス

タ
ー
と
雑
誌
を
展
観
し
、
ア
メ
リ
カ
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ

イ
ン
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。   （
専
門
学
芸
員　

河
野
克
彦
）

葛飾北斎《冨嶽三十六景 神奈川沖浪裏》［永田コレクション］1830-34（天保初期）年頃

9月17日［木］－10月26日［月］

アルバート・ステイル《ニューヨーク万博》1939年



北斎
コレクション

展示室

2

当館の所蔵する「水を画題とする絵画」
の名品を展示します。近世絵画・日本
画は今年度、8期の展示、西洋絵画・洋
画は通期展示（一部展示替えあり）の
予定です。

第5期
9月30日［水］－11月16日［月］

第6期
11月18日［水］－2027年1月11日［月・祝］

第4期
8月19日［水］－9月28日［月］

水辺の
展示室

展示室

１

コレクション展示室2（「北斎展示室」）では、当館が誇る北斎コレクション・約
1600件の中から、北斎の錦絵・摺物・版本・肉筆画、約40点をご覧いただけま
す（約1ヶ月ごとに全点展示替）。常に様 な々分野・年代の北斎作品をご鑑賞
いただける、世界的にも極めて珍しい展示室です。

第6期
9月30日［水］－10月26日［月］

第5期
9月2日［水］－9月28日［月］

第7期
10月28日［水］－11月30日［月］

第8期
12月2日［水］－2027年1月4日［月］

理想、幻想、空想、奇想―。画家たちは
さまざまな想像力を用いて絵画世界を創
造します。日欧の画家たちが描いたイマ
ジネーションあふれる作品の数々をお楽
しみください。

第2期 色と形を見つめて
7月29日［水］－11月23日［月・祝］

第3期 想像／創造する力
11月25日［水］－2027年4月12日［月］

出雲焼と呼ばれる布志名焼と楽山焼の変遷を
たどります。合わせて、近年寄贈・寄託を受けた
出雲焼作品の初展示を行います。

出雲焼の変遷 ―楽山焼・布志名焼
9月16日［水］－2027年1月18日［月］

山口薫《馬》1950年

西洋絵画
洋　画

展示室

１

アンリ・ファンタン=ラトゥール《暁と夜》1887年

永原英造
≪布志名焼 色絵金銀彩唐草文鉢≫
明治時代

小
企
画

展示室

5

彫
　
刻

展示室

5

工 
芸

展示室

3

写
　
真

展示室

4

7月1日［水］－9月14日［月］
舩木倭帆  暮らしのガラス

光と人―人物をめぐるイメージ
10月22日［木］－2027年1月11日［月・祝］

発表から70年
奈良原一高《人間の土地》
7月16日［木］－10月19日［月］

写真が発明されてから現代にいたるまで、人物
は写真にとって最も身近な被写体のひとつであ
り続けてきました。本展では、人を写す多様なま
なざしを紹介します。

9月17日［木］－10月26日［月］

アメリカのデザイン
1930年代のグラフィック

10月29日［木］－2027年2月1日［月］

木の魅力

人間と長い関りをもつ「木」は、感
覚に深く調和し、創造をかき立て
る彫刻素材です。
現代の感性によって生み出され
た、木による作品をご紹介します。

葛飾北斎《冨嶽三十六景 御厩川岸ゟ両国橋夕陽見》 
天保初期（1830-34）頃（第6期展示）

当館が所蔵する江戸時代
の近世絵画、近代以降の日
本画より、特に当館が誇る
優品、島根県出身や来遊
画家の作品など、島根ゆか
りの美術を紹介します。

第4期
8月19日［水］－9月28日［月］

第5期
9月30日［水］－11月16日［月］

第6期
11月18日［水］－2027年1月11日［月・祝］

近世絵画
日本画

展示室

１

竹田霞村《雁来紅》（右隻） 大正末年（第5期展示）

ジュリア・マーガレット・キャメロン
《フローレンス》1872年

葛飾北斎《冨嶽三十六景 神奈川沖浪裏》［永田コレクション］1830-34（天保初期）年頃

植木茂《トルソ》1982（昭和57）年

ポール・シニャック《ロッテルダム、蒸気》1906年



会　期　11月14日（土）～11月22日（日）
時　間　10：00～18：30（展示室への入場は18：00まで）
　　　  ※最終日は10：00～15：00
休館日　11月17日（火）

お問い合わせ先　【事務局】島根県文化国際課 電話：0852-22-5586

県民文化祭の美術展における入賞・入選作品等を展示します。

予告企画展予告

第59回 島根県総合美術展（県展）
日本伝統工芸展は工芸技術保
護育成を目的に開催される公
募展です。陶芸・染織・漆芸・
金工・木竹工・人形・諸工芸の
７部門で構成されます。技術を
磨き、新たな表現を追求する現
代の工芸作家の作品にご注目
ください。

主催　島根県文化団体連合会、島根県
共催　公益財団法人しまね文化振興財団
主管　島根日本画協会、島根書道会、島根洋画会、山光会、島根工芸連盟、
　　　島根写真作家協会、島根県写真家連盟、島根デザイン連盟、島根彫刻会

会　期　12月2日（水）～12月25日（金） 
　　　　会期中無休
毎週土日に講演会等のイベントを行う予定です。
詳細については、展覧会チラシ・ホームページをご覧ください。

第73回 日本伝統工芸展

作品受付
　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　
移 動 展
　　　 　  

観覧料無料

犬山卓也（島根県出雲市）
《沈泥彩陶筥》
※第72回展出品作

11月5日（木） 県浜田合同庁舎503会議室　9：00～15：00
11月7日（土） 島根県立美術館　※時間・場所は部門ごとに異なります。
11月27日（金）―11月30日（月） 
会場 島根県立石見美術館（益田市）

　

江
戸
時
代
後
期
に
活
躍
し
た
浮
世
絵
師･

歌

川
国
芳
（
1
7
9
7

－1
8
6
1
）。
幕
末
の
江

戸
を
舞
台
に
大
衆
を
悦
ば
せ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
に
徹
し
て
、
多
く
の
ジ
ャ
ン
ル
で
成

功
し
ま
し
た
。
本
展
覧
会
で
は
、
テ
ー
マ
ご
と

に
「
ア
ク
シ
ョ
ン
！
」「
モ
ン
ス
タ
ー
！
」「
ビ
ュ
ー

テ
ィ
ー
！
」「
ハ
ン
サ
ム
！
」「
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
！
」「
ア

イ
デ
ア
！
」
と
幕
を
変
え
て
紹
介
し
、
あ
た
か

も
映
画
や
舞
台
を
見
る
よ
う
に
、
ス
ー
パ
ー
ク

リ
エ
イ
タ
ー
歌
川
国
芳
の
世
界
を
お
楽
し
み
い

た
だ
け
ま
す
。
展
示
総
数
約
2
2
0
点
、
奇
想

天
外
な
国
芳
ワ
ー
ル
ド
を
味
わ
い
尽
く
す
絶
好

の
機
会
で
す
。

企
画
展
予
告

会
期 

2
0
2
7
年
1
月
15
日（
金
）〜
3
月
15
日（
月
）

歌
川
国
芳
展

江
戸
エ
ン
タメ
の
最
高
峰
！

浮
世
絵
ス
ーパー
ク
リ
エ
イ
タ
ー

出 演  松江プラバ少年少女合唱隊

日 時  12月19日（土）①13:00～ ②15:30～（各回30分前開場）

会 場  ロビー
※座席数に限りがある為、立見での鑑賞になる場合がございます。予めご了承ください。

毎年好評の松江プラバ少年少女合唱隊による
クリスマスソングコンサートを開催いたします。
ロビーに響き渡る清らかで美しい歌声をお楽しみください。Christmas

Concert
クリスマスコンサート

鑑賞無料

要事前申込参加無料

オープニングセレモニー
ご招待

申込先

申込方法

申込締切

〔ハガキ〕〒690－0049 松江市袖師町1－5
　　　　島根県立美術館
　　　   「歌川国芳展」展
　　　   オープニングセレモニーご招待係
〔 F A X〕0852－55－4714

12月18日（金）当日消印有効
○申込多数の場合は抽選となります。
○お客様の個人情報は、招待状の発送（郵送）以外には利用いたしません。
○当選者の発表は招待状の発送（12月23日頃）をもってかえさせて
　いただきます。（電話などでの個別のお問合せはできません。）

日 時  1月15日（金）9時40分～
　　　（受付9時15分／約20分）

会 場  ロビー
特 典  記念品（代表者のみ進呈）

抽選で30名様を「江戸エンタメの最高峰！
浮世絵スーパークリエイター 歌川国芳展」
のオープニングセレモニーにご招待いたし
ます。また当日抽選でテープカットにご参
加いただけます。

ハガキまたはFA Xに必要事項をお書きの
上、下記申込先にお送りください。
①お名前（ふりがな）②郵便番号・住所
③電話番号 以上必須事項 ④FA X番号
⑤同伴者のお名前（ふりがな）1名まで可

歌川国芳《朝比奈小人嶋遊》　1847（弘化4）年頃



Event イベント情報

絵本のお話を聞いて、お話をヒントに
作品鑑賞のお散歩に出かけます。

毎日午前は
「かぞくの時間」
（10：00～12：00）

子どもたちにとって美術の楽しさ、芸術の喜びを分かちあえる
場所となるよう、毎日午前中「かぞくの時間」を実施します。
午前中は、お子様が少し大きな声を出しても大丈夫。
どうぞごゆっくり作品観賞をお楽しみください。

鑑賞無料〈ロビーコンサート〉
ギターが奏でるイギリス音楽
－ビートルズを中心に
出  演   別府克彦（ギター）
日　時   9月27日（日）①13:00～②15:00～
　　　（各回約30分）
会　場   ロビー

展覧会にあわせ、イギリスの音楽をお届けします。

◉「アーツ・アンド・クラフツとデザイン展」関連

※座席数に限りがある為、立見での鑑賞になる場合がございます。
　予めご了承ください。

島根県立美術館
子ども広報隊

子ども広報
隊

募集中！

こっころカード（アプリ）の提示で
コレクション展観覧無料

（同伴4名まで）

関連イベント

時間　10：30～（約40分）
集合　キッズライブラリー（先着20名程度）
料金　コレクション展観覧料
　　　一般400円、大学生260円、小中高生無料

※こっころカード（アプリ）をお持ちでない場合は、要コレクション展観覧料

毎月第3木曜日は

「絵本とおでかけ展示室」

別府克彦

絵本のお話を聞いて、お話をヒントに「アーツ・アンド・クラフツとデザイン
展」の作品鑑賞のお散歩に出かけます。

※「しまね家庭の日」家族で来館した高校生以下は観覧料無料

要企画展観覧料絵本とおでかけ企画展示室

日　時   10月18日（日）10:30～（約45分）
会　場   キッズライブラリー、企画展示室

集  合   キッズライブラリー

対  象   小学生とその家族（当日先着約15名）

〈美術館キネマ〉
「ふしぎの国のアリス」

鑑賞無料

日　時   10月4日（日）
　　　①10:30～
　　　②14:00～
　　　（各回30分前開場）
会　場   ホール
　　　（190席／当日先着順）

（1951年／75分／アメリカ／日本語吹き替え）

ウォルト・ディズニーが製作したテクニカラー色彩長編アニメ映画。
好奇心旺盛な少女アリスが、時計を持った白うさぎを追って奇妙な世
界へ迷い込み、チェシャ猫やハートの女王など風変わりな住人に翻弄
されながら冒険する夢の物語です。

日　時   12月13日（日）
　　  10:30～11:30
対  象   小学3・4年生
定  員   3名程度

美術館で広報のお仕事体験ができます。
広報担当として、制服を着て、美術館の魅力を発見、
発信する体験をしていただきます。

参加ご希望の方は美術館ホームページのお問い合わせフォーム
の各欄に必要事項を入力し、送信してください。

申込締切 11月30日（月） 
お問い合わせフォーム

参加通知 締切後3日以内に返信をお送りします。

子ども広報隊申込方法

※shimane.art-museum@sps.sgn.ne.jpを受信できるよう設定してください。※お申し込み多数の場
合は抽選となります。※当日お写真を撮影し、当館の公式SNS等へ公開予定です。※お客様の個人情
報は、当選・落選の連絡以外には、利用いたしません。

①氏名（フリガナ）※保護者の方の氏名を入力　②メールアドレス
③件名「子ども広報隊」　④ご意見・お問い合わせ欄：参加され
る児童様の「氏名（フリガナ）」、「学年・年齢」、「住所」、「電話番
号（保護者の連絡先）」

お申し込みはこちら▶

提供：文輝堂

「しまね家庭の日」は、家族の絆を強め青少年の健やかな
育成のための運動です。島根県内文化施設で「家族で来
館された高校生以下の入館料等が無料」となります。ぜひ
ご来館ください。

つくる
たのしむ
アート
スタジオ

▶参加方法等、詳細は島根県立美術館ホームページでご確認ください。

「色水あそび」※イメージ

参加無料

色水あそび

日　時   10月18日（日）14:00～（約90分） 

会　場  アートスタジオ
対  象   3歳以上（小学3年生以下保護者同伴）
定  員   12名（応募多数の場合は抽選）
企画・監修   川路澄人（島根大学教育学部教授）

要事前申込

毎月第3日曜日の「しまね家庭の日」にあ
わせ、造形ワークショップを開催します。



19世紀頃イギリスで発祥したとされるアフタヌーン
ティー。そんなイギリスで愛されてきたスイーツなど
を盛り込んだ内容でご用意しております。鑑賞後、
ラシヌで優雅な一時を過ごしてみませんか？

更にランチデザートにも限定メニュー「苺マフィン」
が登場！ウィリアム・モリスの代表作《いちご泥棒》
をイメージし、出雲ICHIGO縁さんの苺を使用し
たスイーツとなっております。

「アーツ・アンド・クラフツとデザイン展」
期間限定メニュー

「アーツ・アンド・クラフツとデザイン展」期間限定メニュー
①アフタヌーンティー…… 4,400円(税込)／1人当たり

②ランチデザート…￥400(税込) 

表紙作品：C･F･A･ヴォイジー《小鳥と花「エセックス･No. A. 14」》1907年頃　Photo © Brain Trust inc.発行：株式会社SPSしまね　2026年9月発行　島根県立美術館ニュース111号

〒690-0049 島根県松江市袖師町1-5
TEL0852-55-4700 FAX0852-55-4714
https://www.shimane-art-museum.jp

配信をご希望の方は件名に「メールマガジン配信希望」と記載の上、
美術館ホームページのお問い合わせフォームよりお申込みください。

島根県立美術館メールマガジンEニュース

E-NEWS

最新の情報は美術館ホームページ、SNSでお知らせします。

オンラインショップ
https://www.sam-museumshop.shop/

ミュージアムショップ

「アーツ・アンド・クラフツ
とデザイン展」関連グッズを販売

Museum Shop

ミュージアムショップでは「アーツ・アンド・クラフツとデ
ザイン展」開催に合わせて、展覧会図録(単品：2,500円
税込、トートバッグ付き：3,100円税込)を販売します。
このほか、展覧会とあわせて楽しめるオリジナルグッズ
などを販売しています。
ぜひ店頭で商品をご覧ください。

「　　　　  」湖畔のレストラン
ラ　　シ　　ヌ

■営業時間 10：00～18：00
※状況により閉店時刻が早まる場合があります。
■ランチ〔11：00～15：00〕　■ディナー〔17：00～20：30〕※完全予約制

■レストラン電話 0852-25-6562　（美術館開館時間に準じます）

年間パスポートのご案内

企画展・コレクション展を何度でも
ご鑑賞いただけます。（購入日より1年間）
その他の限定特典多数あり。
※詳しくは美術館ホームページをご覧ください。

会員特典

※ギャラリー（貸出施設）は主催者が異なるため別料金となります。

当館主催の企画展、コレクション展を
何度でもご覧いただけるほか、お得な
特典があります。ご利用の際は、各展
示室前受付でパスポートを提示してく
ださい。
プレゼントとしても購入いただけます。

年内に満65歳以上の方は、観覧料無料
期間  9月15日（火）～21日（月）※ただし15日（火）は休館

FREE

※こちらのメニューは前日までの完全予約制です。
※複数人でのシェアはお受けできませんのでご了承ください。

ギャラリー展示のご案内Gallery
展 覧 会 名展 覧 会 名 内　　容内　　容 問合せ先問合せ先会　　期会　　期

◯開室時間は通常10:00～18:00です。ただし、最終日は撤収のため閉室時刻が早まる場合があります。
◯観覧料は記載のない場合は無料です。有料の場合、ミュージアムパスポートはご使用いただけません。
◯ギャラリーは一般の方に貸し出ししているスペースです。展示利用をご検討の方は、美術館ギャラリー担当までご連絡ください。　

創島会書展
令和9年度愛鳥週間用ポスター図案コンクール作品展
薫風・華舟 彩跡～福島薫・裕子 遺作展
第55回 記念島根独立書展
第14回 島根県アンデパンダン展
第13回 全国艦船模型合同展示会
第９回 島根正筆展
絵手紙友の会 さんいん 40周年記念 轍展
A PRO POT, V
第52回 みどりを守る児童画コンクール
第59回 島根県高校書道展
第24回 島根県民文化祭［特別参加展］硬筆アート展
MOA美術館松江児童作品展
第15回 彩陽会展
第59回 島根県総合美術展（県展）
WE LIVE HERE  ・・・和紙・・・石・・・木・・・金属
令和８年度　島根県障がい者アート作品展
第59回 島根県高校美術展
JA共済小・中学生交通安全ポスター・書道コンクール展示会

創島会会員による書道展

小・中・高等学校及び特別支援学校の生徒が描いた野鳥の作品展。

日本画（静物画・風景画）の遺作展。

島根独立書人団団体員による書道作品の展示。

あらゆる表現様式が対象の無審査、無償、公募の総合美術展。

全国の艦船模型愛好者の作品展示

島根正筆会会員によるかな書道の作品展。

絵手紙作品の展示。

県内小学校の児童を対象に農業や農村、お米、食べ物に関係する図画作品の展示。

県内高校生による書道作品展。

県民より応募された硬筆アートの作品展。

MOA美術館が主催する児童の作品展（絵画および書写）。

彩陽会会員による作品展示（絵画、陶芸、金工他）。

県民より応募された洋画、写真、デザインの優秀作品の展示。

油絵の作品展示。

島根県内の障がいのある方が創作したアート作品の展示。

県内の高校美術部員の作品展示（絵画、デザイン、彫刻、立体、工芸、映像）。

県内の小・中学校から募集した交通安全ポスター、書道の優秀作品の展示。

8名のアーティストによる絵画、グラフィックワーク、室内彫刻、
ドローイング、写真、テキスタイル、ペン画、陶芸を各2点ずつ展示。

末森 090-1188-4840

山崎 090-4694-8415

山城 0852-25-5941

坂本 090-4576-3496

小笹 090-3173-8993

白石 080-1941-5549

浜田高等学校（近藤） 0855-22-0042

小藤 0852-25-1897

塩谷 0852-27-6835

JAしまね金融企画課
0852-67-7741

島根県農山漁村振興課鳥獣対策室
0852-22-5160

山本（SMS連絡希望）
090-4657-3545

島根県文化国際課
0852-22-6464

島根県文化国際課
0852-22-5586

出雲商業高等学校（担当：玉井）
0853-21-0016
JA共済連島根

0852-31-3582

島根県障がい者文化芸術活動支援センター
アートベースしまねいろ（担当：渉）

080-5756-3225

Trees De Mits
treesdemits@telenet.be
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MOA美術館松江児童作品展実行委員会
0852-22-0455


